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平成 31年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物基礎 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 新生物基礎（第一学習社） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

生物基礎は１年次に開講します。まずは学校に休まず来て、授業に遅刻せず出席できるようにな

ってください。授業中は、自分自身の成長を信じ、一緒に授業を受けるクラスメイトのことも意識

して真剣に参加してください。「難しい」と感じることもあるかもしれませんが、「どうでもいい」

とあきらめることなく学び続けてほしいと思います。自分の意見を書いたり発表したりできるよう

に積極的な態度を望みます。 

学習内容が、大学入試や将来の仕事に直接結びつく人は少ないと思いますが、授業を通して次の

ような科学的な態度や知識を身に付けてください。 

１ 日常生活の中で起こる様々な自然現象に興味をもち，その法則性について考える態度 

２ 疑問に思ったことを確かめてみようという態度 

３ 学んだことを正確に記録する方法と態度 

４ 同じ地球に生きる植物や動物、そして環境を大切にする態度 

５ 生物としての自分を見つめ、健康に気をつける態度 

 

２ 学習の到達目標 

自分自身と生物の教科内容を結びつけ、生物としての自分を理解できるようにする。 

実験・観察・実習をできるだけ取り入れ、自然に対する関心や探求心を高める。 

教科を通して科学を支える基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な考え方を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に関

心や探究心をもち，意

欲的にそれらを探究

しようとするととも

に，科学的態度を身に

付けている。 

自然の事物・現象の中

に問題を見いだし，探

究する課程を通して，

事象を科学的に考察

し，導き出した考えを

的確に表現している。 

観察，実験を行い，

基本操作を習得する

とともに，それらの

過程や結果を的確に

記録，整理し，自然

の事物・現象を科学

的に探究する技能を

身に付けている。 

自然の事物・現象に

ついて，基本的な概

念や原理・法則を理

解し，知識を身に付

けている。 

評
価
方
法 

授業への出席、生物へ

の関心等の学習態度を

評価する。 

授業内容を適切にまと

めているか、科学的な

思考ができているかな

どを、ノートの記載内

容や定期考査で評価す

る。 

観察・実験に対する姿

勢、予想や考察、器具

の操作を、実験レポー

トなどから評価する。 

小テスト、定期考査な

どで評価する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

月 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

４ 

５ 

第 1 章 生物の特

徴 

第１節 生物にみら

れる多様性と共通

性 

第２節 細胞とエネ

ルギー 

自分自身を生物

として見つめ、

細胞を中心に生

物の共通性と多

様性、その起源

を学習する。 

光合成と呼吸と

いう二大代謝

（化学反応）に

ついて、そのし

くみと生物学的

な意味を学ぶ。 

○ ○ ○ ○ a:授業に遅刻せずに出席し、積

極的に参加している。 

b: 授業プリントや定期考査の

応用問題や記述問題の意図を

理解し、解答できている。 

c:観察、実験へ積極的に取り組

み、実験レポートを丁寧に記述

し提出している。 

d:定期考査や小テストの知

識・理解を問う問題に正確に解

答できている。 

出席状況 

授業態度 

授業プリント

ノート 

小テスト 

定期考査 

など 

６ 

７ 

第２章 遺伝子とそ

の働き 

第１節 遺伝子とＤ

ＮＡ 

自分自身の生物

（ヒト）として

の形や機能な

ど、その情報の

全てが遺伝子に

あることを学

ぶ。 

その遺伝情報の

本体が化学物質

（塩基）の配列

であることを理

解する。 

○ ○ ○ ○ a:授業に遅刻せずに出席し、積

極的に参加している。 

b: 授業プリントや定期考査の

応用問題や記述問題の意図を

理解し、解答できている。 

c:観察、実験へ積極的に取り組

み、実験レポートを丁寧に記述

し提出している。 

d:定期考査や小テストの知

識・理解を問う問題に正確に解

答できている。 

出席状況 

授業態度 

授業プリント

ノート 

小テスト 

定期考査 

など 

９ 

10 

第２章 遺伝子とそ

の働き 

第２節 遺伝子の働

き 

遺伝情報として

の塩基配列がど

のように生物の

形や細胞の働き

などを決めてい

るのかを学習

し、さらに、そ

の遺伝情報が世

代間を伝達する

しくみを学ぶ。 

○ ○ ○ ○ a:授業に遅刻せずに出席し、積

極的に参加している。 

b: 授業プリントや定期考査の

応用問題や記述問題の意図を

理解し、解答できている。 

c:観察、実験へ積極的に取り組

み、実験レポートを丁寧に記述

し提出している。 

d:定期考査や小テストの知

識・理解を問う問題に正確に解

答できている。 

出席状況 

授業態度 

授業プリント

ノート 

小テスト 

定期考査 

など 



１１ 

１２ 

第 3章 体内環境と

恒常性 

第１節 生物の内部

環境 

第２節 体内環境を

維持するしくみ 

第３節 生体防御 

2.自然免疫 

3.獲得免疫 

4.免疫と医療 

自分自身（ヒト）が

生物として生きて

いるということは

どういうことか考

える。体内環境

を一定にする働

きを学び、循環

系 、 自 立 神 経

系、内分泌系、

免疫などのしくみ

を学習する。 

○ ○ ○ ○ a:授業に遅刻せずに出席し、積

極的に参加している。 

b: 授業プリントや定期考査の

応用問題や記述問題の意図を

理解し、解答できている。 

c:観察、実験へ積極的に取り組

み、実験レポートを丁寧に記述

し提出している。 

d:定期考査や小テストの知

識・理解を問う問題に正確に解

答できている。 

出席状況 

授業態度 

授業プリント

ノート 

小テスト 

定期考査 

など 

１ 

２ 

３ 

第４章 植生の多

様性と生態系 

第 1 節 植生と遷

移 

第 2 節 気候とバ

イオーム 

第 3 節 生態系と

物質循環 

第 4 節 生態系の

バランスと保全 

植生の構造、遷

移を学び、地球

上の様々なバイ

オームと、その分

布に影響を与え

る要因を学ぶ。 

生態系の構造

と、そこでの物質

循環とエネルギ

ーの流れ を学

ぶ。様々な環境

問題を学習し、

私たち人間が生

態系に与える影

響や、未来に向

けた責務を考え

る。 

○ ○ ○ ○ a:授業に遅刻せずに出席し、積

極的に参加している。 

b: 授業プリントや定期考査の

応用問題や記述問題の意図を

理解し、解答できている。 

c:観察、実験へ積極的に取り組

み、実験レポートを丁寧に記述

し提出している。 

d:定期考査や小テストの知

識・理解を問う問題に正確に解

答できている。 

出席状況 

授業態度 

授業プリント

ノート 

小テスト 

定期考査 

など 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 


